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藤
原
頼
長
自
邸
講
書
考

は
じ
め
に

藤
原
頼
長

（
一
一
二
〇
～

一
一
五
六
）
の
日
記

『台
一記
』
は
、
平
安
時
代

後
期
を
代
表
す
る
公
家
日
記
と
し
て
知
ら
れ
る
。
保
元
の
乱
直
前
の
政
治
状

況
、
わ
け
て
も
摂
関
家
内
部
の
様
子
が
赤
裸
々
に
語
ら
れ
る
ほ
か
、
宮
中
の

恒
例
行
事
な
ど
の
記
述
は
詳
細
に
及
び
、
彼
の
言
動
の
典
拠
、
参
考
と
し
た

故
実
な
ど
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
当
時
の
貴
族
文
化
を
知
る
上
で
も
ま

た

一
級
の
資
料
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
頼
長
が
生
涯
強
い
関
心
を
持

っ
て
い

た
経
史
の
学
に
つ
い
て
は
記
事
も
多
く
、
ア
ロ
記
』
を
当
時
の

一
般
的
な
公

卿
の
日
記
と
は

一
線
を
画
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
経
史
の
学
に
関
す
る
記
事
の
な
か
に
、
彼
が
定
期
的
に
自
邸
で

開
催
し
た
学
習
会
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
近
し
い
儒
者
を
招
き
、
孔
子
画

像
の
前
で
経
書
の
学
習
を
し
た
こ
の
会
合
は
、
康
治
二
年

（
一
一
四
三
）
七

月
二
十
二
日
か
ら
久
寿
二
年

（
一
一
五
五
）
十
月
二
十
六
日
ま
で
、
記
録
に

残
る
だ
け
で
も
七
十
数
回
の
開
催
を
数
え
、
頼
長
の
経
学
に
対
す
る
情
熱
を

仁

木

夏

実

示
す
適
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
頼
長
の
経
学
修

学
に
つ
い
て
は
そ
の
特
殊
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
学
習
会
に

つ
い
て
も
本
格
的
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
本
稿
は
大
学

寮
に
お
け
る
孔
子
礼
拝
儀
式
、
釈
築
と
の
比
較
を
中
心
に
、
当
該
期
学
芸
の

中
に
お
け
る
こ
の
行
事
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一

『台
記
』
康
治
二
年
九
月
の
記
事
の
末
尾
に
は
保
延
二
年

（
一
一
三
六
）

以
降
約
七
年
間
に
頼
長
が
学
習
し
た
書
の
目
録
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
以
降

久
安
四
年

（
一
一
四
八
）
ま
で
の
日
記
に
も
年
末
に
そ
の
年
学
習
し
た
書
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

「経
家
」
、
「史
家
」
、
「雑
家
」
の
二
部
門
に

分
け
ら
れ
、
「雑
家
」
に

『文
選
』
や

「新
楽
府
」
な
ど
が
文
学
作
品
も
含

ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
殆
ど
は

『論
語
』
な
ど
の
経
書
と

『史
記
』
を
始
め

と
す
る
史
書
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
頼
長
の
興
味
が
奈
辺
に
あ
っ
た
か
を
物

語
っ
て
い
る
。
「予
柳
か
心
を
漢
家
の
経
史
に
遊
ば
し
む
」
（十
二
月
三
十
日



条
）
と
こ
の
年
の
歳
暮
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
よ
う
。

そ
れ
ら
の
書
を
頼
長
は
い
か
に
読
み
、
学
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
時
の
高
位
貴
族
の
常
と
し
て
、
大
学
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
自
家
の
家
司
を
は
じ
め
と
す
る
親
し
い
篤
学
の
士
た
ち
か
ら
教
授
を
受

け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ア
ロ
記
』
に
は
、
「余
の
師
」
と
し
て
博
士
家
で
あ

る
藤
原
式
家
の
令
明
の
他
、
藤
原
成
佐
、
源
俊
通
、
中
原
師
元
ら
の
名
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『漢
書
』
を
源
師
頼
に
学
ん
だ
こ
と
が
、
『今
鏡
』

や

『古
今
著
聞
集
』
に
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
個
人
教
授
を
高
位
の
貴
族
が
受
け
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で

は
な
い
。
近
く
は
、
頼
長
の
祖
父
師
通
と
大
江
匡
房
の
関
係
な
ど
が
想
起
さ

れ
る
。
し
か
し
、
頼
長
の
学
習
は
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
や
が

て
彼
は
師
に
つ
く
こ
と
な
く
、
側
近
の
儒
者
た
ち
と
と
も
に
経
書
や
そ
の
注

疏
類
を
読
み
始
め
る
。
諸
本
を
読
み
合
わ
せ
て
本
文
を
校
合
し
、
見
出
し
を

付
け
、
さ
ら
に
は
重
要
な
部
分
を
抜
き
出
し
て
抄
本
を
作
る
と
い
う
念
の

入
っ
た
作
業
を

『礼
記
正
義
』
・
『儀
礼
疏
』
。
『春
秋
』
三
伝
な
ど
い
く
つ
も

の
書
に
つ
い
て
行
っ
て
い
徒
。
文
学

・
史
学
を
学
ぶ
紀
伝
道
が
大
学
の
他
道

を
押
さ
え
て
圧
倒
的
な
優
位
を
誇
り
、
「好
文
の
卿
相
」
と
い
え
ば
詩
文
に

堪
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
経
史
の
学
に
対
す
る

こ
の
よ
う
な
熱
意
は
、
確
か
に
異
例
に
属
す
る
こ
と
に
違
い
な
い
。

そ
の
中
で
康
治
二
年
七
月
二
十
二
日
に
始
め
ら
れ
た
の
が
、
毎
庚
子
の
日

に
自
邸
に
孔
子
及
び
そ
の
弟
子
で
あ
る
顔
回
の
画
像

（影
）
を
懸
け
、
そ
の

前
で
行
わ
れ
た
学
習
会
で
あ
る
。
さ
ら
に
天
養
元
年

（
一
一
四
四
）
に
は
、

そ
れ
に
加
え
て
孔
子
の
生
誕
日
と
さ
れ
る
八
月
二
十

一
日
に
、
経
書
の
講
論

や
竪
義
な
ど
の
行
事
が
始
め
ら
れ
た
。

紙
幅
の
関
係
か
ら
、
こ
れ
ら
の

一
つ
一
つ
に
つ
い
て
史
料
に
即
し
て
具
体

的
な
次
第
を
追
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
最
も
詳
し
い
記
述
を
持
ち
、
ま
た
、

そ
の
後
の
規
範
と
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
康
治
二
年
七
月
二
十
二
日
の
記
事

を
挙
げ
て
、
そ
の
概
要
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

二
十
二
日
、
〈
丁
丑
〉
、
陰
晴
定
ま
ら
ず
、
雨
時
々
降
る
。
今
日
文
宣
王

の
影
前
に
お
い
て
春
秋
左
氏
伝
を
講
論
す

〈密
々
の
儀
な
り
〉
。
兼
日

暦
博
士
憲
栄
を
し
て
日
時
を
勘
ぜ
じ
む
。
是
よ
り
後
毎
度
子
の
日

〈孔

子
の
生
日
な
り
。
随
ひ
て
亦
余
の
本
命
日
に
当
る
〉
、
此
の
礼
有
る
べ

し
。
初
度
に
依
り
吉
日
を
用
ゐ
る

〈
祀
に
丁
日
を
用
ゐ
る
は
丁
寧
の
儀

な
り
〉
。
其
の
儀
、
寝
殿
西
北
の
廊
の
母
屋
南
間
東

一
間
の
北
障
子
に
、

ａ
文
宣
王
の
影
を
懸
け

〈南
面
す
、
大
学
の
儀
に
依
る
〉
、
其
の
前
に

膳
を
弁
備
す

〈魚
有
り
〉
。
南
辺
に
円
座
を
敷
き
て
講
経
の
坐
と
為
し
、

其
の
南
に
高
麗

一
帖
を
敷
き
て
余
の
坐
と
為
し
、
東
第
二
間
、
二
行
に

畳
を
敷
き
て
文
人
及
び
問
者
の
坐
と
為
す
。
余
、
今
日
服
者
及
び
月
水

の
女
に
逢
は
ず
、
身
、
女
を
犯
さ
ず
。
但
し
、
魚

・
韮

・
蒜
等
は
憚
ら

ず
。
僧
尼
を
憚
ら
ず
。
但
し
、
今
日
先
に
賀
茂
拝
有
り

〈毎
月
恒
例
の

事
な
り
〉
、
及
び
僧
尼
に
逢
は
ず
。
日
昏
れ
て
浴
す

〈沐
は
元
し
〉
。
成

の
刻
、
東
帯
じ

〈剣
は
帯
び
ず
〉
、
先
に
賀
茂
拝
す

〈賀
茂
拝
元
じ
と

い
へ
ど
も
浴
有
る
べ
し
〉
ｂ
次
い
で
坐
上
に
お
い
て
先
聖
を
拝
す

〈
二

度
〉
。
了
り
て
東
の
傍
ら
に

一
両
歩
行
き
て
先
師
を
拝
す

〈
三
度
〉
。
了

り
て
余
の
命
に
依
り
、
文
人
八
人

〈講
師

・
問
者
此
の
内
に
在
り
〉
、

坐
に
就
く

〈皆
布
衣

・
烏
帽
、
東
上
に
対
座
す
〉
。

ｃ
次
い
で
文
章
得



業
生
藤
原
成
佐

〈全
経
大
義
に
通
ず
〉
、
左
伝
巻
第

一
を
持
ち
て
、
進

み
て
坐
に
就
き
経
を
講
ず
。
其
の
辞
義
絶
妙
、
言
ふ
得
べ
か
ら
ず
。
衆

人
耳
を
側
て
歎
美
す
。
経
を
講
ず
る
こ
と

一
時
余
り
、
了
り
て
ｄ
前
山

城
守
源
実
長
朝
臣
間
を
請
ふ

〈
一
事
を
問
ふ
こ
と
を
請
ふ
。
釈
築
井
び

に
同
内
論
議
皆

一
事
を
問
ふ
、
働
て
是
又

一
事
を
問
ふ
〉。
荘
公
二
十

二
年
経
、
夏
五
日
の
疑
な
り
、
二
重
な
り

〈
二
重
に
し
て
了
る
を
、
余

の
命
に
依
り
重
ね
て
之
を
難
ず
〉
。
了
り
て
前
能
登
権
守
藤
孝
能
朝
臣
、

間
を
請
ふ
こ
と
先
の
如
し
。
但
し
二
重
な
り
。
襄
三
十
年
伝
、
亥
字
六

身
元
き
の
疑
な
り
。
孝
能
重
ね
て
少
難
残
る
。
余
の
命
に
依
り
て
暫
く

講
師
と
相
論
す
。
此
の
両
問
者
、
位
次
に
依
り
て
文
人
の
坐
に
在
り
、

列
坐
せ
ず
。
ｅ
事
了
り
て
講
師
退
き
て
坐
に
復
す
。
次
い
で
文
台
を
置

く

〈硯
の
蓋
な
り
。
ｆ
文
人
下
臓
よ
り
詩
を
書
き
了
ん
ぬ
〉
。
ｇ
散
位

藤
遠
明
朝
臣
坐
に
就
き

〈始
め
講
経
の
人
の
坐
な
り
〉
、
之
を
講
ず
る

こ
と
常
の
如
し
。
下
官
講
師
為
り
。
文
宣
王
を
以
て
主
と
為
す
の
故
な

り
。
講
了
り
て
各
坐
に
復
す
。

ｈ
講
師

。
問
者
に
禄
を
給
ふ
、

講
師
一扇
六

・
筆
十

・
墨
八

〈各
檀
紙
裏
を
以
て
之
を
扇
上
に
置
く
、
其

の
扇
六
枚
の
内
な
り
〉
、
間
者
各
扇
二

・
筆
五

・
墨
三
、

事
了
り
て
、
講
師

。
問
者
間
答
を
書
く

〈其
の
書
異
裁
〉、
厨
子
に
納

め
後
重
に
備
ふ
、

詩
書
の
様
、

孟
秋
文
宣
王
の
影
前
に
陪
し
聴
講
す

左
伝

一
首

〈此
の
行
始
め
の
行
と
同
じ
長
さ
に
之
を
書
く
、
江
家
の
説

な
り
、
余
春
宮
大
夫
の
弟
子
な
る
が
故
に
、
働
て
江
家
の
説
を
用
ゐ
る
、

自
余
は
然
ら
ず
〉
、

内
大
臣
正
三
位
藤
原
朝
臣
頼
長

已
下
准
じ
て
知
る
べ
し
、

次
第

左
伝
　
　
公
羊
　
　
穀
梁
　
　
礼
記
　
　
周
礼
　
　
儀
礼
　
　
詩

童
曰　
　
周
易
　
　
論
語
　
　
孝
経
　
〈老
荘
を
除
く
〉

き
わ
め
て
簡
略
に
こ
の
行
事
の
次
第
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な

ろ

う
。ａ

　
孔
子

（文
宣
王

。
先
聖
）
・
顔
回

（先
師
）
の
影
を
懸
け
、
膳
と

当
日
講
じ
る
経
を
置
く

ｂ
　
影
を
拝
し
た
後
、
文
人
が
席
に
就
く

ｃ
　
講
師
が
座
に
就
き
、
経
を
講
じ
る

ｄ
　
間
者
が
請
問
し
、
講
師
と
相
論
す
る

ｅ
　
講
師
が
座
を
退
い
た
後
、
文
台
を
据
え
る

ｆ
　
文
人
、
下
臓
よ
り
詩
を
置
く

ｇ
　
講
師
、
座
に
就
き
詩
を
講
じ
る

ｈ
　
講
師

・
間
者
に
禄
を
与
え
る

生
誕
日
で
あ
る
八
月
二
十

一
日
に
行
わ
れ
る
行
事
に
お
い
て
も
、
こ
の
庚

子
の
行
事
に
加
え
て
竪
義
と
呼
ば
れ
る

一
種
の
試
験
を
行
っ
た
り
、
講
論
の

規
模
を
拡
大
し
、
数
日
間
に
亘

っ
て
行

っ
た
り
し
て
お
り
、
経
書
に
関
す
る

知
識
を
競
い
合
う
と
い
う
基
本
的
な
姿
勢
は
変
わ
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ら
の
行
事
を
総
称
し
て
仮
に
頼
長
自
邸
講
書
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。



引
用
し
た
康
治
二
年
七
月
二
十
二
日
の
干
支
は
丁
丑
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は

初
度
と
い
う
こ
と
で
、
暦
博
士
賀
茂
憲
栄
に
特
別
に
勘
申
さ
せ
た
日
時
で
あ

り
、
次
回
以
後
は
庚
子
の
日
に
行
う
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
孔

子
の
生
誕
日
の
干
支
で
あ
り
、
ま
た
、
頼
長
の
本
命
日
で
あ
る
か
ら
と
い
う
。

す
で
に
故
人
と
な

っ
た
人
物
に
ち
な
ん
だ
行
事
が
、
生
誕
日
に
行
わ
れ
る
例

は
き
わ
め
て
稀
少
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
管
見
の
限
り
で
も
、

潅
仏
会
く
ら
い
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
反
対
に
そ
の
命
日
を
用
い
る
も
の
は
、

仏
教
の
祖
師
供
養
を
は
じ
め
と
す
る
追
善
仏
事
な
ど
数
多
い
。
命
日
に
比
べ
、

生
誕
日
が
知
ら
れ
る
こ
と
が
稀
で
あ
る
と
い
っ
た
事
情
も
あ
ろ
う
が
、
庚
子

の
講
書
に
し
ろ
、
八
月
二
十

一
日
の
講
書
に
し
ろ
、
生
誕
日
に
ち
な
ん
だ
日

に
行
わ
れ
る
と
い
う
点
は
、
こ
の
行
事
の
大
き
な
特
色
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら

く
何
ら
か
の
根
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。

加
え
て
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
行
事
で
は
ほ
ぼ
毎
回
作

詩
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
に
引
用
し
た
康
治
二
年
七

月
二
十
二
日
条
で
も

「
詩
書
の
様
」
と
し
て
端
作
、
す
な
わ
ち
詩
題
と
作
者

表
記
の
様
式
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
も
、
作
文

（詩
の
制
作
）
が
行
わ

れ
な
か

っ
た
時

（頼
長
近
親
の
不
例
や
服
喪
期
間
内
な
ど
）
に
は

「
無
詩
」

や

「
停
詩
宴
」
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
、
こ
れ
は
裏
返
せ
ば
、
そ
れ
以
外

の
時
に
は
明
記
さ
れ
ず
と
も
作
文
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
台
記
』
久
安
二
年

（
一
一
四
七
）
八
月
二
十
九
日
条
に
は
、
同
二
十

一
日

か
ら
連
日
行
わ
れ
た

『
儀
礼
』
講
書
の
寛
宴
に
つ
い
て
、
詳
細
な
記
事
が
あ

り
、
頼
長
の
七
言
律
詩

一
首

（後
掲
）
が
残
る
。
現
存
す
る
詩
は
こ
れ
の
み

の
よ
う
で
あ
る
が
、
頼
長
邸
講
書
は
、
経
書
修
学
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
作

文
の
場
で
も
あ

っ
た
。

二

頼
長
の
儒
学
研
究
に
は
は
や
く
か
ら
研
究
が
あ
る
が
、
講
書
に
つ
い
て
は
、

概
ね
、
大
学
寮
に
お
け
る
孔
子
礼
拝
儀
式
で
あ
る
釈
築
、
あ
る
い
は
釈
霙
に

お
け
る
講
論
に
学
ん
で
、
私
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
経
史
学
習
の
た
め
に

仏
教
の
法
会
に
お
け
る
作
法
を
利
用
す
る
面
が
あ
る
と
い
う
理
解
が
広
く
受

け
継
が
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

後
者
の
指
摘
か
ら
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。
確
か
に
、
こ
の
講
書
に
は
形
式
的

に
仏
教
的
に
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
要
素
を
数
多
く
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

既
に
康
治
二
年
、
講
書
の
作
法
に
つ
い
て

「
間
答
僧
に
異
な
ら
ず
、
但
し

声
を
引
か
ず
」
（十
二
月
十
八
日
条
）
と
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
僧
侶
の
論
議

が
当
初
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
が
、
久
安
年
間
に

入

っ
て
か
ら
は
、
講
書
に
し
ば
し
ば
覚
晴
ら
興
福
寺
僧
を
招
き
、
論
議
の
作

法
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
て
い
る
。

周
易
を
講
ず
、
…

（中
略
）
…
、
学
晴
僧
都
来
た
り
て
、
間
答
を
聞
き

て
云
は
く
、
僧
の
作
法
に
異
な
ら
ず
と
。

（久
安
二
年

（
一
一
四
六
）
八
月
三
日
条
）

覚
晴
僧
都
を
招
き
、
竪
義
の
作
法
を
問
ふ
。

（同
年
八
月
十
九
日
条
）

「
僧
侶
の
作
法
に
異
な
ら
」
な
い
問
答

で
は
、
問
い
を
投
げ
か
け
る
間
者
が

表
白
を
行

っ
た
。
久
安
二
年
六
月
二
日
条
に
は
頼
長
の
表
自
の

一
節
が
引
か

れ
て
い
る
。



余
二
重
の
難
の
後
、
表
白
す
。
其
の
詞
に
云
は
く
、

講
匠
は
答
ふ
る
に
、
累
代
の
儒
為
り
、
既
に
九
経
の
説
を
究
習
す
。

問
者
は
早
く
三
吏
の
任
に
居
り
、
未
だ

一
篇
の
文
を
見
る
暇
あ
ら
ず
。

唯
だ
浅
疑
を
出
し
て
、
深
旨
を
承
ら
ん
と
欲
す
の
み
。
敢
へ
て
疑
を

開
ざ
す
に
非
ず
、
講
匠
の
路
を
開
塞
せ
ん
。

こ
れ
も
、
法
会
の
論
議
に
お
け
る
間
者
表
白
が
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う

。

内
容
に
つ
い
て
は
、
頼
長
が

『
周
易
』
の
講
師
で
あ

っ
た
時
に
、
法
相
宗

で
説
か
れ
る
如
来
三
身
説
を
喩
え
に
用
い
て
解
説
し
た
こ
と
が
あ
る
。

…
、
説
経
す
る
に
、
周
易
を
以
て
如
来
の
三
身
に
当

つ

〈虚
無
道
を
以

て
受
用
身
に
当
て
、
伏
義

。
文
王

・
孔
子
等
を
以
て
変
化
身
に
当

つ
〉

…

（中
略
）
…
、
衆
人
耳
を
傾
く
。
如
来
三
身
の
功
徳
な
ら
ん
。
兼
日

権
少
僧
都
覚
晴

〈法
相
〉
に
仰
せ
て
抄
出
せ
じ
め
、
之
を
見
ゆ

〈唯
識

論
第
十
を
抄
す
〉
。

（天
養
元
年
十
月
二
十
三
日
条
）

ま
さ
に
、
経
史
を
説
く
方
便
と
し
て
仏
教
の
学
説
を
援
用
し
て
い
る
の
で
あ

（
５
）

り
、
「
儒
学
の
研
究
の
た
め
に
仏
教
の
研
究
方
法
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
」

と
い
う
評
価
に
相
応
し
い
講
書
の
性
格
の

一
端
を
示
し
て
い
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の

一
面
で
傍
線
部
の
よ
う
に
、
自
ら
の
講
義
に
人
々
が
耳
を

傾
け
た
こ
と
に
つ
い
て

「如
来
三
身
の
功
徳
」
と
言

っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
。
実
は
、
こ
の
講
義
に
頼
長
は
万
全
の
自
信
を
持

っ
て
臨

ん
だ
の
で
は
な
か

っ
た
。
記
事
は
以
下
の
よ
う
に
続
く
。

鶏
鳴
の
後
、
事
了
り
て
分
散
す
。
両
問
者
の
禄
例
の
如
し
。
余
、
之
無

し
。
周
易
、
今
日
始
め
て
之
を
講
ず
。
成
佐
は
去
ん
ぬ
る
比
城
外
に
て
、

候
ふ
こ
と
難
く
、
定
安

・
友
業
等
、
各
易
道
を
知
ら
ぎ
る
に
依
り
、
固

辞
す
。
再
三
催
す
こ
と
を
加
ふ
と
雖
も
、
敢

へ
て
命
を
受
け
ず
。
恒
例

の
事
な
れ
ば
、
黙
止
す
べ
く
に
も
非
ず
、
偶
て
、
余
愁
に
之
を
講
ず
。

偏
に
是
れ
事
を
閥
か
ざ
る
の
為
な
り
。
当
時

。
向
後
の
嘲
り
を
忘
る
な

り
。
冥
加
の
為
に
七
所

〈賀
茂
上
下

。
吉
田

。
六
角
堂

・
祗
園

・
清
水

寺

・
法
成
寺

・
行
願
寺
〉
に
諷
誦
し
、
覚
仁
閣
梨
に
仰
せ
て
、
今
朝
よ

り
文
殊
念
珠
を
修
せ
し
む
。

『
周
易
』
を
講
義
し
た
経
験
が
無
か

っ
た
頼
長
は
、
他
の
参
加
者
に
講
師
を

依
頼
し
よ
う
と
し
た
が
叶
わ
ず
、
し
か
し
、
恒
例
の
事
で
あ
る
の
で
開
く
わ

け
に
も
い
か
ず
、
や
む
を
得
ず
当
代

・
後
世
の
嘲
り
も
忘
れ
て
自
ら
講
師
を

勤
め
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
賀
茂
や
吉
田
な
ど
七
個
所
の
寺
社
に
布

施
を
し
、
さ
ら
に
当
日
の
朝
か
ら
は
親
し
い
僧
侶
に
文
殊
念
珠
を
行
わ
せ
て

加
護
を
祈
願
し
て
い
る
。
儒
学
の
講
書
の
成
功
を
仏
に
祈
願
す
る
こ
と
は
異

様
と
も
見
え
る
が
、
頼
長
の
意
識
の
上
で
は
、
仏
教
が
儒
学
と
両
立
す
る
だ

け
で
な
く
、
積
極
的
に
そ
れ
を
支
え
う
る
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
を
こ
こ
で
は

確
認
し
て
お
き
た
い
。

三

頼
長
自
邸
講
書
は
、
後
述
す
る
柿
本
人
麿
影
供
研
究
の
中
で
言
及
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
人
麿
影
供
は
元
永
元
年

（
一
一
一
八
）
六
月

十
六
日
に
藤
原
顕
季
邸
で
行
わ
れ
た
も
の
を
初
度
と
し
、
頼
長
自
邸
講
書
に

先
立

つ
も
の
で
あ
る
が
、
形
式
と
し
て
釈
霙
、
そ
れ
も
当
時
の
記
録
に
散
見



さ
れ
る
個
人
の
私
邸
で
行
わ
れ
た
私
的
な
釈
箕
を
模
倣
し
た
も
の
と
さ
れ
、

そ
の
私
的
な
釈
奥
の
例
と
し
て
時
代
は
遅
れ
る
が
、
頼
長
の
講
書
が
挙
げ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
き

つ
つ
、
次
に
講
書
と
釈
箕
と
の
関
係
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
よ
う
。

釈
莫
と
は
、
大
学
寮
に
お
い
て
毎
年
春

（
二
月
）
と
秋

（八
月
）
上
丁
の

日
の
二
回
行
わ
れ
る
、
孔
子
及
び
そ
の
弟
子
を
祭
る
行
事
を
言
う
。
『
江
家

次
第
』
等
か
ら
行
事
の
概
要
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
　
廟
堂
院
内
の
孔
子

。
顔
回
及
び
孔
門
九
哲
の
画
像
に
奉
幣

②
　
画
像
の
前
に
木
の
実

・
飯
等
を
供
え
る

［鑽
享
］

」
大
学
寮
関
係
者
の
み
参
加

③
　
孔
子
と
顔
回
影
に
初
献
し
、
祝
文
を
読
む

［拝
廟
］

④
　
寮
庁
に
て
三
献

・
饗
応

［寮
饗
］

⑤
　
都
堂
院
に
て
経
書
の
講
論

。
論
議

［講
論
］

⑥
　
酒
餞
を
賜

っ
た
後
、
詩
を
作
り
、
座
を
改
め
て
披
講

［百
度
座

・
宴
座

・
隠
座
］

⑦
　
翌
日
、
紫
寝
殿
に
て
論
議

［内
論
議

¨
但
し
秋
の
釈
奥
の
場
合
。
長
元
に
は
廃
絶
］

ま
ず
、
廟
堂
に
ま

つ
ら
れ
て
い
る
孔
子
ら
の
画
像
に
幣
や
食
べ
物
な
ど
を
供

え
、
祝
文
を
読
ん
だ
後
、
都
堂
院
に
お
い
て
経
書
の
講
論
が
あ
り
、
詩
宴
が

行
わ
れ
る
と
い
う
の
が
そ
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

頼
長
の
自
邸
講
書
は
、
大
学
寮
で
行
わ
れ
る
こ
の
行
事
を
自
邸
に
持
ち
込

ん
だ
も
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
両
者
の
類
似
点
は
少
な
く
な
い
。

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
孔
子
ら
の
画
像
の
存
在
と
、
そ
れ
に
対
す
る
拝

礼

。
供
物
で
あ
ろ
う
。
頼
長
の
講
書
で
も
画
像
が
懸
け
ら
れ
、
拝
礼
、
供
物
、

そ
し
て
祝
文
の
読
誦
が
行
わ
れ
て
い
る
。
画
像
を
懸
け
る
も
の
の
、
臨
時
の

講
義
で
あ

っ
た
の
で
膳
を
供
え
ず
、
拝
礼
も
行
わ
な
い
例

（康
治
三
年
二
月

二
十

一
日
条
）
や
、
服
日
で
あ

っ
た
た
め
に
影
を
巻
い
た
ま
ま
懸
け
て
い
る

例

（久
安
三
年
十
月
十
日
条
、
久
安
六
年
七
月
二
十
六
日
条
、
同
年
八
月
二

十

一
日
条
）
な
ど
が
あ
り
、
た
と
え
巻
か
れ
た
ま
ま
で
あ

っ
て
も
画
像
に
は

そ
こ
に
存
在
す
る
意
義
が
あ

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
拝
礼
や
供
物
に
は
行
事

の
威
儀
を
整
え
る
働
き
が
あ

っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
先
に
挙
げ
た
康
治
二
年
七
月
二
十
二
日
条
の
波
線
部
に
は

「
一
事

を
問
ふ
こ
と
を
請
ふ
。
釈
糞
井
び
に
同
内
論
議
皆

一
事
、
働
て
是
又

一
事
を

問
ふ
」
と
あ
り
、
「拝
無
し
、
釈
霙
の
例
に
依
る
な
り
」
（久
安
三
年
四
月
七

日
条
）
な
ど
釈
霙
の
例
に
倣

っ
た
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

加
え
て
、
頼
長
が
釈
霙
に
強
い
関
心
を
抱
き
、
釈
糞
晴
儀
の
復
興
を
行

っ

た
こ
と
も
、
自
邸
講
書
の
開
催
と
結
び

つ
け
ら
れ
て
き
た
。

久
安
四
年
以
前
に
大
学
別
当
に
就
任
し
て
い
た
頼
長
は
、
仁
平
三
年

（
一

一
五
三
）
八
月
、
長
年
行
わ
れ
て
き
た
、
簡
略
化
さ
れ
た
雨
儀
に
代
わ
り
、

よ
り
複
雑
な
次
第
で
あ
る
晴
儀
に
よ
る
釈
箕
を
復
活
さ
せ
る
。

釈
霙
次
第
四
巻

〈広
二
巻

・
略

一
巻
〉
。
指
図
七
枚
、
今
旦
作
り
了
ん

ぬ
。
礼
服
は
私
領
を
分
配
し
て
之
を
調
ふ
、
…（仁
平
三
年
七
月
八
日
条
）

大
学
寮
に
参
り
、
釈
実
の
礼

〈晴
儀
〉
を
習
ふ
。
恒
例
は
習
礼
無
し
。

而
る
に
晴
儀
久
し
く
絶
ゑ
て
行
は
れ
ず
、
之
を
知
る
者
無
し
、
働
て
余



新
造
の
外
記
に
給

へ
る
の
次
第
、
官
に
給

へ
る
の
指
図
に
任
せ
て
、
其

の
礼
を
習
は
じ
む
、

（仁
平
三
年
七
月
二
十
六
日
条
）

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
久
し
く
絶
え
、
知
る
も
の
の
な
か

っ
た
釈
霙
晴
儀
の
次

第
、
指
図
ま
で
も
自
ら
作
り
、
実
際
に
大
学
寮
で
予
行
演
習
を
行
う
な
ど
、

彼
が
釈
莫
に
深
い
造
詣
を
持
ち
、
そ
の
旧
儀
復
興
に
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を

持

っ
て
い
た
こ
と
は
疑
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
た
だ
ち
に
自
邸
に

大
学
寮
の
公
的
行
事
を
持
ち
込
み
、
私
的
に
行
う
こ
と
に
ま
で
つ
な
が
る
と

考
え
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
今
暫
く
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

釈
霙
は
移
動
の
多
い
儀
式
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
釈
箕
は
、
雨
儀
で
は

廟
堂
の
孔
子
ら
の
画
像
を
拝
礼
し
た
後
、
寮
庁
で
饗
宴
を
行
い
、
都
堂
院
に

移
動
し
て
そ
こ
で
講
論
以
下
を
行
う
。
晴
儀
で
は
、
都
堂
院
で
講
論
の
後
、

大
学
寮
庁
に
移
動
し
て
饗
宴
を
行
い
、
さ
ら
に
再
び
都
堂
院
に
戻

っ
て
百
度

評討罐融″棚麺経断いげ燎』̈
はａ】懇咋獅ｍ新［輸“痢罐設計

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
例
え
ば
釈
箕
の
折
に
作
ら
れ
た
詩
序
に
は
、

既
に
し
て
祠
官
の
実
既
に
畢
り
、
講
辞
の
筵
芳
た
開
く
…
、

Ｇ
本
朝
文
粋
』
巻

一
一
「仲
春
釈
莫
。
聴
講
毛
詩
。
同
賦

「鶴
鳴
九

皐
」
詩
序
」
藤
原
雅
材
）

舎
菜
の
礼
漸
く
畢
り
、
函
丈
の
儀
初
め
て
開
く
に
迄
び
、
彼
の
淳
海
の

儒
に
命
じ
て
此
の
隷
古
の
典
を
講
ぜ
じ
む
…
、

「
本
朝
続
文
粋
』
巻
八

「仲
春
釈
箕
。
聴
講
古
文
尚
書
。
同
賦

「政
在

養
民
」
詩
序
」
藤
原
敦
宗
）

と
い
っ
た
文
言
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。
拝
礼

。
供
物
の
礼
が

「畢
」
り
、

講
論
が
始
ま
る
の
だ
、
と
い
う
両
者
を
切
り
離
し
て
と
ら
え
る
言
い
方
の
前

提
に
は
、
廟
堂
か
ら
都
堂
院
へ
の
座
の
移
動
が
あ
ろ
う
。
釈
彙
の
講
論
や
作

文
が
行
わ
れ
る
場
に
孔
子
の
画
像
は
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
か
、
釈

糞
詩
に
廟
堂
の
孔
子
画
像
が
登
場
す
る
こ
と
も
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
頼
長
の
講
書
は
、
そ
の
全
て
が
同

一
の
室
内
で
行
わ
れ
る
。

重
要
な
の
は
、
そ
れ
が
孔
子
画
像
の
前

（影
前
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
康
治
二
年
七
月
二
十
二
日
の
初
度
の
講
書
で
作
ら
れ
た
詩
の
題
は
、

「孟
秋
、
劇
劃
コ

の‐
副
詞
日
嘲
Ｊ

左
伝
を
聴
講
す

一
首
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
唯

一
現
存
す
る
、
講
書
に
お
け
る
頼
長
の
詩
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。

仲
秋
劇
∃
コ
倒
瓢
前
―こ‐
口
ｕ
、
儀
礼
を
講
じ
畢
ん
ぬ
。
同
し
く

「礼

儀
序
有
り
」
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す

一
首
、内
大
臣
正
三
位
藤
原
朝
臣
頼
長

上
賎
下
尊
今
礼
篇
　
　
　
　
　
上
は
賎
し
み
下
は
尊
び
　
今
篇
を
礼
す

威
儀
有
序
本
三
千
　
　
　
　
　
威
儀
に
序
有
り
　
本
三
千

少
牢
笠
日
既
終
後
　
　
　
　
　
「少
牢
」
の
笠
日
既
に
終
へ
た
る
後

大
射
張
酬
未
行
先
　
　
　
　
　
「大
射
」
の
旅
酬
未
だ
行
は
ざ
る
先

主
客
昇
降
全
不
失
　
　
　
　
　
主
客
は
昇
降
し
て
全
く
失
せ
ず

君
臣
面
位
敢
無
懲
　
　
　
　
　
君
臣
は
面
位
し
て
敢
へ
て
急
ち
無
し

庸
才
講
匠
迷
枚
答
　
　
　
　
　
庸
才
の
講
匠
は
答
ふ
る
枚
に
迷
ひ

執
巻
想
日
馴
影
副

〈有
注
〉

巻
を
執
り
て
愁
に
聖
影
の
前
に
陪
す

〈有
注
〉



（久
安
三
年
八
月
二
十
九
日
条
）

孔
子
の
影
前
と
い
う
作
詩
の
状
況
は
詩
題
に
必
ず
盛
り
込
ま
れ
る
べ
き
も
の

で
あ

っ
た
。
ま
た
、
「礼
儀
有
序
」
第
八
句
に
は
、
注
が
付
さ
れ
て
い
た
と

あ
る
が
、
こ
こ
で
も
お
そ
ら
く
は
聖
影
の
説
明
、
あ
る
い
は
聖
影
の
前
に
自

分
の
よ
う
な
非
才
の
者
が
侍

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
の
恐
縮
の
思
い
が
述

べ
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
こ
の
行
事
に
お
い
て

孔
子
の
影
前
と
い
う
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
「礼

記

一
部
、
文
宣
王
の
御
前
に
置
く
、
後
之
を
数
ふ
べ
し
」
や

「詩
三
首

〈俊

通
進
め
ず
、
四
首
は
憚
り
有
る
故
な
り
〉
、
献
ず
る
こ
と
例
の
如
し
」
（と
も

に
康
治
二
年
十
二
月
十
八
日
条
）
と
い
っ
た
記
述
に
よ
れ
ば
、
孔
子
影
の
前

に
は
供
物
に
加
え
て
そ
の
日
読
ま
れ
る
テ
キ
ス
ト
が
置
か
れ
、
そ
の
場
で
作

ら
れ
た
詩
は
孔
子
に
献
納
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
。
孔
子
は
頼
長
ら
と
と
も

に
講
書

・
作
文
に
参
加
す
る
存
在
と
し
て
そ
の
場
に
在

っ
た
。

頼
長
自
邸
講
書
が
あ
る
程
度
釈
糞
の
講
論
の
作
法
を
真
似
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
孔
子
画
像
の
有
無
と
い
う
点
で
、
頼
長
邸
講
書
と
釈

築
の
講
論
と
は
場
の
性
格
、
そ
し
て
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
そ
こ
で
生

み
出
さ
れ
る
詩
の
性
格
を
大
き
く
異
に
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
頼
長
邸
講
書

を
自
邸
に
持
ち
込
ま
れ
た
釈
築
と
す
る
理
解
は
適
切
と
は
言
い
難
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

四

頼
長
自
身
は
こ
の
行
事
を

「
庚
子
講
」
あ
る
い
は

「
孔
子
講
」
と
呼
び
、

そ
の
次
第
を
記
し
た
文
章
を

「庚
子
講
式
」
と
名
付
け
て
い
た
。

…
、
次
に
例
に
依
り
て
論
語
を
講
ず
、
…

（中
略
）
…
、
件
の
式
は
前

少
納
言
源
朝
臣
俊
通
、
作
り
て
之
を
献
ず

〈庚
子
講
式
と
名
づ
く
〉
。

予
が
命
に
依
る
な
り
。
礼
儀
具
さ
に
式
に
見
ゆ
、
委
記
す
る
こ
と
能
は

ず

〈前
々
式
無
し
、
今
度
始
め
て
用
ゐ
る
〉
、

（天
養
元
年
十
二
月
二
十
四
日
条
）

世
間
の
機
に
依
り
、
恒
例
の
孔
子
講
停
止
す
。

（天
養
二
年
八
月
二
十
七
日
条
）

次
に
例
に
依
り
て
、
明
年
の
庚
子

・
庚
申
講
の
講
師

。
問
者
及
び
詩
題

を
定
む
、
庚
申
は
詩
題
無
し
。

（久
安
四
年
八
月
二
十

一
日
条
）

こ
こ
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
寺
院
に
お
け
る

「講
」
―
―
本
来
は
寺
院
に

お
い
て
経
論
を
講
説
す
る
法
会

（講
会
）
を
意
味
し
、
後
に
は
仏
菩
薩
や
祖

師
高
僧
な
ど
を
本
尊
と
し
て
礼
拝
の
対
象
と
し
て
、
そ
の
徳
を
た
た
え
る
集

会
を
指
し
た
語
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
儀
式
の
次
第
を
記
し
た
文
章
で
あ
る

「講
式
」
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
と
関
わ

っ
て
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
や
や
時
代
は
降

る
が
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
成
立
し
た

『
普
通
唱
導
集
』
に
、
高
僧

・
祖
師
に

続
い
て
白
楽
天
影
、
柿
本
人
麿
影
、
老
子
影
ら
と
と
も
に
孔
子
と
顔
回
の
影

に
つ
い
て
の
唱
導
が
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
、
顔
回
以
外
の

顔
ぶ
れ
に
つ
い
て
は
、
画
像
が
描
か
れ
、
そ
の
影
前
で
礼
拝
儀
式
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
人
麿
影
供
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

老
子
も
庚
申
待
の
夜
に
画
像
が
懸
け
ら
れ
た
例
が
あ
り
、
白
楽
天
も
人
麿
に

は
遅
れ
る
が
影
供

の
行
わ
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
人
麿
影
供
に

つ
い
て
後
に



「柿
本
講
式
」
が
書
か
れ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
ら
の
行
事
も

一
種

の

「講
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

な
ら
ば
、
孔
子
と
顔
回
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
高
僧

・
祖
師
に
準
じ
て
彼

ら
の
画
像
を
本
尊
と
す
る
行
事
、
す
な
わ
ち

「講
」
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は

大
い
に
あ
ろ
う
。
『朝
野
群
載
』
巻
二

一
の

「
水
久
二
年

（
一
一
一
四
）
十

二
月
、
江
安
子
故
国
亭
に
於
い
て
、
孔
子
影
を
築
す
。
働
て
為
康
祝
文
を
作

す
」
と
注
記
さ
れ
た
祝
文
や
、
こ
れ
も
鎌
倉
時
代
の
例
と
な
る
が
、
『
王
澤

不
場
抄
』
に
挙
げ
ら
れ
た
詩
題
の
例
の
中
に
、
「
秋
夜
仲
尼
の
影
前
に
陪
し
、

孝
経
を
講
じ
克
ん
ぬ
。
各

「曽
子
詩
坐
」
と
い
ふ
こ
と
を
詠
ず

〈各

一
字
を

分
く
。
探
り
て
才
の
字
を
得
た
り
こ

と
あ
る
こ
と
は
、
頼
長
自
邸
講
書
以

外
に
も
類
似
し
た
行
事
が
行
わ
れ
た
証
左
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

儒
学
の
祖
た
る
孔
子
を
本
尊
に
、
と
い
う
と
突
飛
な
発
想
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
が
、
孔
子
が
儒
童
菩
薩
、
顔
回
が
迦
葉
菩
薩
の
垂
述
で
あ
る
と
い
う
説

は
八
世
紀
に
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
し
、
当
時
の
孔
子
崇
拝
は
次
第
に
現

世
利
益
的
傾
向
を
強
め
て
お
り
、
学
問
の
成
就
や
昇
進
を
祈
る
対
象
と
し
て

（
‐５
）

孔
子
は
半
ば
神
格
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
頼
長
も
養
女
の
入
内
や
夫
人

の
名
前
の
決
定
、
身
近
な
儒
者
の
昇
進
を
祈
願
す
る
折
な
ど
に
は
、
石
清
水

や
春
日
と
い
っ
た
有
力
な
神
社
と
並
ん
で

「先
聖
先
師
」
す
な
わ
ち
、
大
学

寮
廟
堂
の
孔
子
と
顔
回
影
に
参
拝
し
、
奉
幣
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
神
格
化

し
た
祈
願
の
対
象
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
頼
長
の
自
邸
講
書
は
、
「孔

子
講
」
と
い
う
頼
長
自
身
の
呼
び
方
を
素
直
に
受
け
止
め
て
、
孔
子
を
本
尊

と
す
る
講
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
釈
箕
の
影
響
が
皆
無
と
は
言
え

な
い
し
、
経
史
の
修
学
が
最
終
的
な
目
的
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑
わ
れ
な
い
が
、

そ
の
底
辺
に
は
、
仏
教
の
祖
師
的
存
在
で
あ
る
孔
子

へ
の
尊
崇
が
あ
り
、
な

ら
ば
こ
そ
、
講
書
の
作
法
を
僧
侶
に
学
ぶ
こ
と
も
、
そ
の
成
功
を
仏
に
祈
願

す
る
こ
と
も
、
何
の
矛
盾
も
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

五

前
節
で
は
、
影
前
に
お
け
る
行
事
と
し
て
頼
長
の
自
邸
講
書
を
捉
え
、
釈

箕
と
の
質
的
な
相
違
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
派
生
す
る
問
題
は
小
さ
く

は
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
柿
本
人
麿
影
供
研
究
に
お
い
て
、
釈
糞
は
そ

の
先
樅
の
第

一
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
人
麿
影
供
の
研
究
の
端
緒
を
開

い
た
山
田
昭
全
氏
は
、

ま
ず
画
像
を
掲
げ
る
と
い
う
点
が
人
麿
影
供
に
似
て
い
る
。
た
だ
釈
糞

の
場
合
は
孔
子

一
人
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
影
前
に
魚
鳥
の
供
物
を
そ

な
え
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
さ
ら
に
題
詠
の
詩
に
対
し
て
人
麿
影
供

で
は
題
詠
の
和
歌
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
道
々
の
輩
が
論
議
を
行
な
う

に
対
し
て
こ
ち
ら
は
人
麿
の
讃
を
講
ず
る
と
い
う
こ
と
な
ど
共
通
点
が

多
い
。

と
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
を
承
け
て
近
年
佐
々
木
孝
浩
氏
は
公
的
行
事
で
あ
る
釈

霙
と
私
邸
で
の
歌
会
で
あ
る
人
麿
影
供
と
の
間
に
、
頼
長
自
邸
講
書
を
含
む

「当
時
私
的
に
催
さ
れ
て
い
た
釈
箕
」
の
存
在
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。
鎌
倉

時
代
後
期
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
藤
原
定
家
仮
託
の
歌
学
書

『
愚
秘
抄
』

の
、

凡
人
丸
供
の
規
式
は
、
釈
霙
の
影
供
の
や
う
に
た
が
は
ぬ
こ
と
也
。
二



月
八
月
両
度
上
の
丁
日
、
大
学
寮
に
し
て
釈
糞
の
ま

つ
り
あ
り
。
こ
れ

孔
子
の
影
供
也
。
儒
者
各
詩
を
作
て
講
ず
る
也
。
文
武
天
皇
の
御
宇
に

始
て
行
な
は
れ
た
り
き
。

と
い
う

一
節
が
そ
う
し
た
見
解
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
れ
は
雑
駁
な
説
明
か
ら
見
て
も
、
お
よ
そ
釈
婁
の
次
第
に
精
通
し
た

人
物
に
よ
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
歌
人
に
対
し
て
、
人
麿
影
供
と
は
釈

霙
の
影
供

（拝
廟
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
）
と
違
わ
ず
、
釈
霙
と
は
孔
子
の
影

供
の
よ
う
な
も
の
だ
と
説
明
し
て
い
る
こ
の
記
述
を
も

っ
て
、
影
供
が
釈
彙

の
影
響
下
に
考
案
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
論
の
飛
躍
で
あ
ろ
う
。

さ
き
に
挙
げ
た
人
麿
影
供
の
先
行
研
究
で
は
釈
箕
の
次
第
に
つ
い
て
詳
細

な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
釈
霙
に
お
け
る
講
論
が
孔
子
の
影
前
で

は
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
釈
糞
に
お
け
る
詩
や
詩
序
に
お
い
て
孔
子
影
の

存
在
感
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
影
供

（
‐８
）

と
い
う
、
影
前
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
最
大
の
特
色
と
意
義
を
持
ち
、
中
世
に

は
濃
厚
な
仏
教
色
を
あ
ら
わ
に
し
て
ゆ
く
儀
式
の
先
離
と
し
て
、
釈
糞
は
そ

れ
ほ
ど
適
切
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
間
を
感
じ
ず
に
は
お
れ
な
い
の
で
あ

Ｚυ
。さ

て
、
画
像
の
前
で
行
わ
れ
る
行
事
と
い
う
観
点
で
同
時
代
を
眺
め
て
み

る
と
、
い
く

つ
か
の
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

北
野
作
文

天
神
菅
原
道
真
を
祀

っ
た
北
野
天
満
宮
で
作
文
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
最
初
は
、
寛
和
二
年

（九
八
六
）
の
慶
滋
保
胤
の

「賽
菅
丞
相
廟
願

文
」
「
本
朝
文
粋
』
巻

一
三
）
で
あ
る
が
、
平
安
時
代
後
期
以
降
、
そ
の
例

は
増
加
し
て
い
る
。
頼
長
と
同
時
代
の
催
行
で
は
、
藤
原
実
行

（大
治
三
年

（
一
一
二
八
）
『中
右
記
目
録
』
『榔
金
抄
』
、
長
承
二
年

（
一
一
三
二
）
『中

右
記
』
但
し
、
延
引
さ
れ
る
）
、
源
師
頼

（長
承
二
年

『
中
右
記
』
『
長
秋

記
し

ら
の
例
が
あ
り
、
頼
長
自
身
も
、
天
養
二
年
二
月
六
日
に
よ
れ
ば
、

近
臣
藤
原
孝
能
の
夢
想
に
よ
り
、
北
野
作
文
を
計
画
し
て
い
る
。
催
行
時
不

明
の
詩
も
、
詩
題
に

「北
野
」
や

「
陪
聖
廟
」
と
記
す
こ
と
に
よ
り
北
野
作

文
の
折
の
作
と
判
明
す
る
も
の
が
あ
る
。
北
野
廟
に
は
道
真
の
像
が
ま

つ
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
も
影
前
と
い
う
場
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
作

文
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。

自
楽
天
影
供

『本
朝
続
文
粋
』
巻

一
二
に
藤
原
敦
光
に
よ
る

「
白
居
易
祭
文
」
が
あ
り
、

「後
素
之
功
、
新
以
図
像
」
と
述

べ
る
こ
と
か
ら
、
自
居
易
の
画
像
が
描
か

れ
、
そ
れ
を
ま

つ
る
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
時
代
は
降

る
が
、
陽
明
文
庫
蔵

『
猪
隈
関
白
記
紙
背
詩
懐
紙
』
に
は
、
白
居
易
の
影
前

で
詠
ま
れ
た
と
思
し
い
詩
が
数
編
残
さ
れ
て
い
る
。
二
例
を
挙
げ
る
。

唯
非
万
歳
千
秋
契
　
　
　
　
　
唯
だ
万
歳
の
千
秋
を
契
る
に
は
非
ず

詩
席
座
前
拝
楽
天

〈有
注
〉
　

詩
席
の
座
の
前
に
楽
天
を
拝
す
〈有
注
〉

翁
秋
夜
同
賦
対
月
契
千
秋
各
分

一
字
応
教
詩

〈探
得
年
字
と

平
時
宗
）

羽
林
亭
一暴
歓
遊
席
　
　
　
　
　
羽
林
の
亭
一裏
歓
遊
の
席

今
拝
楽
天
呈

一
章

〈新
奉
懸
楽
天
影
、
披
講
此
詩
。
故
献
此
句
〉

今
楽
天
を
拝
し

一
章
を
呈
す



〈新
た
に
楽
天
の
影
を
懸
け
奉
り
、
此
の
詩
を
披
講
す
。
故
に
此
の

句
を
献
ず
〉

翁
秋
夜
同
賦
対
月
契
千
秋
各
分

一
字
応
教
詩

〈探
得
章
字
と

平
親
輔
）

ま
た
、
源
通
親
は
鳥
羽
の
草
堂
に
お
い
て
白
居
易
の
画
像
を
懸
け
て
法
会

と
詩
会
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
庚
申
の
徹
宵
行
事
の
際
に
孔
子
や
老
子
の
画
像
を
懸
け
る
例

が
見
ら
れ
る
の
も
院
政
期
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

初
度
の
人
麿
影
供
以
降
様
々
に
発
展
し
て
い
く
和
歌
の
影
供
を
こ
こ
に
加

え
、
院
政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
同
時
多
発
的
に
現
れ
て
く
る
こ
れ
ら

を
、
「
影
前
」
と
い
う
特
殊
な
場
を
舞
台
と
す
る
文
学
制
作
、
「
影
前
の
文

学
」
と
い
う

一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
想
定
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

頼
長
自
邸
講
書
は
、
儒
学
経
書
の
講
書
と
い
う
点
で
は
確
か
に
主
催
者
頼

長
の
時
代
と
し
て
は
特
異
な
個
性
が
発
揮
さ
れ
た
行
事
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

文
学
制
作

の
場
と
し
て

「
影
前
の
文
学
」
の

一
端
に
位
置
す
る
も
の
で
も

あ

っ
た
。
頼
長
の
儒
学
振
興

へ
の
熱
意
や
合
理
主
義
は
と
か
く
時
代
か
ら
突

出
し
た
も
の
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
を
強
調
し
す
ぎ
る

こ
と
に
よ
り
行
事
の
本
質
が
見
据
え
に
く
く
な
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
藤
原
頼
長
が
自
邸
で
行

っ
た
講
書
に
つ
い
て
、
釈
霙
と
の
比
較
を

中
心
に
そ
の
性
格
を
検
討
し
、
従
来
私
的
釈
羮
と
目
さ
れ
て
き
た
行
事
で
は

あ

っ
た
が
、
画
像
の
置
か
れ
た
場
と
そ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
釈
莫
と
の
関

係
は
希
薄
で
あ
り
、
む
し
ろ
孔
子
を
本
尊
と
す
る
講
と
見
る
べ
き
こ
と
を
指

摘
し
た
。
そ
し
て
、
孔
子
の
影
前
と
い
う
講
書
の
行
わ
れ
た
場
に
注
目
す
る

こ
と
は
、
当
該
期
に
特
徴
的
な
文
学
制
作
の
場
と
し
て

「
影
前
」
と
い
う
場

を
想
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
。

し
か
し
、
な
お
こ
の
行
事
に
は
不
明
瞭
な
点
が
多
い
。
頼
長
が
こ
う
し
た

孔
子
講
書
を
発
想
し
た
背
景
、
目
的
は
何
か
。
私
邸
に
お
け
る
講
書
に
は
、

（２４
）
　
　
　
（２５
）

祖
先
で
あ
る
基
経
、
道
長
ら
の
例
が
あ
り
、
頼
長
の
兄
忠
通
も

『
史
記
』
を

読
み
、
作
文
を
行

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
類
例
と
頼
長
の
自

邸
講
書
と
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。
法
会
や
肖
像
画
の
歴
史
的
展
開
を

も
視
野
に
収
め

つ
つ
考
究
を
続
け
た
い
。

【
付
】
本
稿
は
、
平
成
十
七
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

（平
成
十
七

年

一
月
八
日
　
於
大
阪
大
学
中
之
島
セ
ン
タ
ー
）
に
お
け
る
口
頭
発
表

「
藤

原
頼
長
自
邸
講
書
考
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
日
本
学
術
振
興
会
研
究

奨
励
金
お
よ
び
科
学
研
究
費
補
助
金

（特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
成
果

の

一
部
で
あ
る
。

注（１
）

以
下
書
名
を
省
略
す
る
。
引
用
は
保
延
二
年
十
月
か
ら
康
治
二
年
十
二
月

ま
で
は
史
料
纂
集
本
、
康
治
三
年

（天
養
元
年
）
以
降
は
史
料
大
成
本
に
拠

り
、
私
に
訓
読
を
施
し
た
。
〈　
〉
内
は
割
注
。

（２
）

康
治
二
年
七
月
十
三
日
条
、
同
年
十
二
月
二
十
日
条
、
天
養
元
年
十
二
月

二
十
日
条
な
ど
。

（３
）

小
島
小
五
郎

『公
家
文
化
の
研
究
』
（育
芳
社

。
一
九
二
九
）、
和
田
英
松

「藤
原
頼
長
の
因
明
研
究
」
「
国
史
説
苑
』
明
治
書
院

。
一
九
三
九
、
初
出



『仏
教
史
学
』
第
二
編
第
八
号

。
一
九

一
三
）、
橋
本
義
彦

『藤
原
頼
長
』

（吉
川
弘
文
館

。
一
九
六
五
）、
和
島
芳
男

『中
世
の
儒
学
』
（吉
川
弘
文

館

。
一
九
六
五
）
な
ど
。

（４
）

こ
の
他
、
久
安
二
年
八
月
二
十

一
日
に
行
わ
れ
た
孔
子
生
誕
日
の
講
書
に

つ
い
て
、
興
福
寺
の
維
摩
会
と
酷
似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
高
山

有
紀

『中
世
興
福
寺
維
摩
会
の
研
究
』
（勉
誠
社

。
一
九
九
七
）
参
照
。

（５
）

前
掲
注

（３
）
和
田
論
考
。

（６
）

家
永
二
郎

『上
代
倭
絵
全
史
』
舎
口
桐
書
店

。
一
九
四
六
）
を
承
け
て
片

野
達
郎

「「人
麿
影
供
」
の
変
遷
と
和
歌
史
的
意
義
」
（
『
日
本
文
学
と
絵
画

の
相
関
性
』、
初
出

『東
北
大
学
教
養
学
部
紀
要
　
人
文
科
学
篇

（国
文

学

・
漢
文
学
特
輯
と

第
四
号
　
一
九
六
六

。
二
）
が

『台
記
』
に
見
え
る
孔

子
像
を

「釈
奥
図
像
」
と
し
て
い
る
ほ
か
、
『
日
本
漢
学
年
表
』
（斯
文
会

編

。
大
修
館

。
一
九
七
七
）
は

「講
論
」
と

「釈
集
」
の
語
を
混
用
す
る
。

最
近
で
は
翠
川
文
子

「釈
箕

（
一
）
―
前
期
釈
莫
年
表
―
」
（
川
村
短
期
大

学
研
究
紀
要
』
第

一
〇
号

。
一
九
九
〇
）
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

佐
々
木
孝
浩

「六
条
顕
季
邸
初
度
人
麿
影
供
歌
会
考
」
翁
国
文
学
研
究
資
料

館
紀
要
』
第
二

一
号

。
一
九
九
五
）
は
私
的
な
釈
箕
の
例
と
し
て
源
俊
房
の

『水
左
記
』
の
、
毎
庚
申
に

「先
聖
を
彙
」
る
と
い
う
記
事
と
頼
長
自
邸
講

書
を
挙
げ
る
。

（７
）

釈
莫
に
つ
い
て
は
、
倉
林
正
次

『饗
宴
の
研
究
　
歳
時

・
索
引
編
』
（桜

楓
社

・
一
九
八
七
）
、
弥
永
貞
三

「古
代
の
釈
葉
に
つ
い
て
」
「
古
代
の
政

治
と
史
料
〓
局
科
書
店

。
一
九
八
八
）、
緑
川
文
子

「釈
莫

（
こ

～

（七
と

（『
川
村
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第

一
〇
号
～
第

一
八
号

・
一
九
九
〇

～

一
九
九
八
）
の
諸
編
に
拠
っ
た
。

（８
）

前
掲
注

（６
）
佐
々
木
論
考
に
示
さ
れ
た
も
の
に
、
二
、
三
の
補
足
を
加

え
た
。

（９
）

第
二
回
の
講
書
で
あ
る
康
治
二
年
八
月
十
六
日
条
に
は

「始
め
成
佐
祝
を

読
ま
ざ
る
も
、
今
度
友
業
大
祝
の
文
を
読
む
」
と
あ
り
、
以
後
も

「講
師
祝

を
読
み
て
了
ん
ぬ
」
（久
安
三
年
四
月
七
日
条
）
な
ど
と
見
え
る
。

（１０
）

頼
長
の
大
学
寮
に
関
す
る
事
績
に
つ
い
て
は
、
戸
川
点

「院
政
期
の
大
学

寮
と
学
問
状
況
―
藤
原
頼
長
の
事
績
を
中
心
に
―
」
（服
藤
早
苗
編

『叢

書

・
文
化
学
の
越
境
４
　
王
朝
の
権
力
と
表
象
』
森
話
社

・
一
九
九
八
）
参

照
。

（１１
）

こ
の
後
、
安
元
三
年

（
一
一
七
七
）
四
月
二
十
八
日
の
大
火
で
大
学
寮
は

全
焼
、
孔
子
像
は
奇
跡
的
に
難
を
逃
れ
、
像
な
ど
を
収
め
る
た
め
の
廟
倉
は

再
建
さ
れ
た
が
、
大
学
寮
が
再
建
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
の
年
以
降
釈
築

は
太
政
庁
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
も
廟
拝
は
太
政
庁

の
正
庁
で
、
講
論
は
太
政
官
庁
の
西
庁
で
行
わ
れ
、
座
は
改
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

『玉
葉
』
安
元
三
年
七
月
十
八
日
条

。
同
二
十
八
日

条

・
寿
永
二
年
二
月
二
日
条
な
ど
に
詳
し
い
。
ま
た
、
太
政
官
庁
釈
築
の
復

元
を
試
み
る
翠
川
文
子

「釈
築

（四
）
～

（七
と

（『川
村
短
期
大
学
研
究

紀
要
』
第

一
三
～

一
八
号

・
一
九
九
二
～

一
九
九
八
）
参
照
。

（‐２
）

以
下
、
画
像
の
前
と
い
う
場
の
持

つ
問
題
に
つ
い
て
は
、
『朝
日
百
科
日

本
の
国
宝
別
冊
　
国
宝
と
歴
史
の
旅
』
（朝
日
新
聞
社

。
一
九
九
九
～
二
〇

〇
〇
）
に
連
載
さ
れ
た
太
田
昌
子

・
大
西
廣

「絵
の
居
場
所
」、
特
に
連
載

第
二
回

「巨
大
掛
幅
は

「会
」
の
メ
デ
ィ
ァ
ー
浬
槃
図
」
「
国
宝
と
歴
史
の

旅
３
　
神
護
寺
薬
師
如
来
像
の
世
界
』
朝
日
新
聞
社

。
一
九
九
九
）
か
ら
示

唆
を
受
け
た
。

（‐３
）

文
意
よ
り

「張
」
を

「旅
」
に
改
め
た
。

（‐４
）

た
だ
し
、
『朝
野
群
載
』
に
は

「江
安
子
故
国
亭
釈
箕
祝
文
」
と
い
う
題

で
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
性
格
等
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

（‐５
）

追
塩
千
尋

「古
代

。
中
世
日
本
の
孔
子
像
に
関
す
る
覚
書
」
翁
史
料
と
研

究
』
第
二
五
号

。
一
九
九
六
）
参
照
。

（‐６
）

「柿
本
人
麿
影
供
の
成
立
と
展
開
―
仏
教
と
文
学
と
の
接
触
に
視
点
を
置

い
て
―
」
「
大
正
大
学
研
究
紀
要
』
第
五

一
輯

・
一
九
六
六
）。
こ
の
他
、

前
掲
注

（６
）
片
野
論
考
も
、
同
様
に
釈
葉
の
行
事
形
式
を
人
麿
影
供
が
踏



襲
し
て
い
る
と
し

（但
し
、
「影
前
で
行
わ
れ
る
講
書

・
論
議
」
と
い
う
理

解
が
な
さ
れ
て
い
る
）、　
一
方
で

「肖
像
画
の
系
譜
の
上
か
ら
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
の
で
き
る

「人
麿
影
供
」
の
源
流
」
の
第

一
に

「密
教
に
お
け
る
祖
師

像
や
師
像
の
礼
拝
供
養
」
を
挙
げ
、
第
二
に
釈
築
を
挙
げ
る
。

（‐７
）

前
掲
注

（６
）
論
考
。

（‐８
）

川
平
ひ
と
し

「文
台
と
本
尊
の
あ
る
場
―
和
歌
会
次
第
書
類
点
綴
―
」

令
中
世
和
歌
論
』
笠
間
書
院

。
二
〇
〇
三
、
初
出

『中
世
文
学
』
第
二
八

号

。
一
九
九
三
）、
佐
々
木
孝
浩

「歌
会
に
人
麿
影
を
掛
け
る
こ
と
」
「
文

学
』
第
六
巻
第
四
号

。
二
〇
〇
五
）
参
照
。

（‐９
）

後
藤
昭
雄

「北
野
作
文
考
」
「
平
安
朝
漢
文
文
献
の
研
究
』
吉
川
弘
文

館

。
一
九
九
二
、
初
出

『語
文
』
第
五
六
輯

・
一
九
九

一
）
参
照
。

（２０
）

真
壁
俊
信

「天
神
画
像
の
発
生
」
翁
天
神
信
仰
の
基
礎
的
研
究
』
近
藤
出

版
社

・
一
九
八
四
）、
松
原
茂

「天
神
信
仰
の
流
布
と
天
神
画
像
の
展
開
」

（
古
筆
叢
林
１
　
古
筆
と
国
文
学
』
八
木
書
店

。
一
九
八
七
）
福
島
恒
徳

「天
神
と
渡
唐
天
神
―
天
神
信
仰
と
天
神
像
の
諸
相
―
」
翁
禅
と
天
神
』
吉

川
弘
文
館

・
二
〇
〇
〇
）
な
ど
参
照
。
ま
た
、
『明
月
記
』
嘉
禄
元
年

（
一

二
二
五
）
二
月
四
日
条
に
は
、
大
嘗
会
や
釈
糞
等
の
用
具
を
収
め
る
蘭
林
坊

に
強
盗
が
入

っ
た
際
、
「天
神
御
影
」
も
被
害
を
受
け
た
と
あ
り
、
道
真
像

は
大
学
寮
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

（２‐
）

『和
漢
比
較
文
学
叢
書
５
　
中
世
文
学
と
漢
文
学
』
（汲
古
書
院

。
一
九
八

七
）
収
載
の
翻
刻
に
拠
っ
た
。

（２２
）

拙
稿

「源
通
親

「擬
香
山
模
草
堂
記
」
新
考
」
「
白
居
易
研
究
年
報
』
第

四
号

。
二
〇
〇
三
）
参
照
。

（２３
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「平
安
時
代
後
期
に
お
け
る
庚
申
信
仰
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
口
頭
発
表
を
行
っ
た

（国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「道
教
と
日
本

文
化
」、
二
〇
〇
四
年
十

一
月
）。
近
日
成
稿
し
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。

（２４
）

『菅
家
文
草
』
巻
二

。
一
四
六

「相
国
東
廊
、
講
孝
経
畢
。
各
分

一
字
、

得
忠
順
弗
失
而
事
其
上
」、
同

一
四
九

「相
府
文
亭
、
始
読
世
説
新
書
。
柳

命
春
酒
、
同
賦

「雨
洗
杏
壇
花
」。
応
教

一
首
」、
『左
経
記
』
長
元
八
年
五

月
二
日
条
な
ど
。

（２５
）

『御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
五
月
二
十
日
条
な
ど
。

（２６
）

『法
性
寺
関
白
御
集
』
に

「読
史
記
賦
秦
本
紀
」
以
下
四
首
が
残
る
。
拙

稿

「藤
原
忠
通

「読
新
楽
府
詩
群
」
考
」
令
和
漢
比
較
文
学
』
第
二
四
号

・

二
〇
〇
〇
）
参
照
。

―
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
―


